
研究概要、研究成果等

近年、閉鎖性水域では二枚貝生産量の低迷に代表される干潟の生物生産機能の低下が著しい。従
来の水質環境の改善に加え、20年以上に及び二枚貝の捕食者（エイ）駆除を実施した結果、エイの
個体数は減少したが、二枚貝は回復していない。これは複雑な生態系ネットワークの存在を示唆し
ており、現状の水質改善と二枚貝増養殖に代わる新たな干潟管理手法が必要とされていた。
本研究では、干潟の水産資源の確保と生物多様性保全の基盤となる生態系機能の活用を図るため、

著しく知見が欠けていた高次捕食者（主にサメ・エイ類）に着目した。研究期間中に、全栄養段階
の包括的な干潟生態系ネットワーク構造（生物相互の定量的な関係を含む実データに基づく食物
網）を明らかにした上で、頂点捕食者等の管理・保全に基づくトップダウン・コントロールにより
生態系機能を活用した新たな管理施策を提案することを目的とした。本課題は高次生態系と生態系
モデルおよび全体統括（サブテーマ１），低次生態系（サブテーマ２），物理場モデルと中位捕食
者（サブテーマ３）を担当する３サブテーマで構成した。研究成果の概要を以下に示す。

①徹底的なフィールド調査によりサメ・エイ類を含む高次捕食者の分布や生息状況を網羅的に明ら
かにし、各種の生態学的研究に基づき最も栄養段階が高い頂点捕食者を特定した。

②高次捕食者から生産者までの捕食－被食関係を定性・定量的に解析して各種の食性を評価し、63
機能群に区分してEcopath with Ecosim（EwEモデル）による実証的な生態系モデルを構築した。
それに基づき、全栄養段階を含めた干潟生態系の包括的な食物網ネットワーク図を作成した。

③有明海の物理環境場の再現モデルを作成し、環境変化に伴う頂点捕食者やkeystone種の過去から
将来の変化を予測・検証した。現在や将来の水温上昇は、生態系の機能群としては大きな変化を
もたらさなかった一方、将来的な塩分の変化は、keystone種の変動を通して生態系全体に影響を
与えることが予測された。

④EwEを活用し、干潟生態系のkeystone種、捕食者の餌生物として重要な役割を果たすStructuring
種を特定した。EwEモデルに基づき、頂点捕食者に対する漁獲圧を軽減して保護することで、間接
的に二枚貝類生物量の確保につながるトップダウン効果が
過去～将来の時系列で再現された。生態系のkeystone種で
あるエイ類等の適切な管理により、生物多様性と生物生産
性を確保できる可能性も示された。

⑤ナルトビエイによる二枚貝食害の定量評価手法を確立し、
漁業被害が過大評価されている可能性を示した。

⑥水産資源の確保には捕食者の駆除一辺倒ではなく、適切
な保全・管理により生物多様性を維持し、トップダウン
効果による生態系機能を活用した新しい管理施策への転
換が必要であることを提案した。

環境政策等への貢献

●環境省・有明海・八代海等総合調査評価委員会での再生方策検討ならびに委員会報告の執筆
●環境省版レッドリスト作成とレッドデータブック執筆
●今後の里海づくりのあり方に関する提言（2025年3月公表、環境省）
●IUCN（国際自然保護連合）・絶滅の恐れの評価、Important Shark and Ray Areas 指定
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